
生物　F
【Ⅰ】
問1 ① ② ③ ④

水 光 酸素 化学
問2 ウ
問3 ⅰ
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問５ ア

【Ⅱ】 1 2 3 4 5 6 7 9 10

問1 アミノ カルボキシ 側鎖 αヘリックス
(αらせん） βシート 水素結合 システイン 変性 失活

問2 疎水性
問3
問4

【Ⅲ】 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
問1 中枢 体性神経系 副交感神経 間 大 軸索 有髄 シナプス 神経伝達 ナトリウム
問2 4
問3

【Ⅳ】 ア イ ウ エ
問1 ニッチ 種間競争 すみわけ 適応放散
問2
問3
問４

問5

(1)
捕食者であるヒトデがいなくなったから。

タンパク質の立体構造を形成している水素結合などの弱い結合が、加熱されることで切断されて、立体構造が
変化する。

ⅱ

ⅰ
紅色硫黄細菌

緑色硫黄細菌など
ⅱ

間接効果

H2S,S,H2など

8

S-S(ジスルフィド)

ニューロンが興奮するには閾値を超える刺激が必要であるので、他のニューロンからもたらされた刺激が閾値
を超えないと、そのニューロンは興奮しないから。

ヒザラガイ

⑤
ATP(アデノシン三リン酸)

⑥
炭素同化(炭酸同化)

原始的な真核細胞にシアノバクテリアが取り込まれて共生するようになり、植物細胞の葉緑体になった。

ⅱ
キーストン種

(2)
フジツボとイガイが増加したため岩場に生活空間がなくなったから。

(3)
えさとなる紅藻がいなくなったから。

ヒトデがイガイを捕食することによってイガイが増えすぎることを抑制し、
岩場で多くの生物種が生存できるようになった。
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